
 

 

 

 

 

 コロナ禍の影響から極めて厳しい交渉を強いられてきた２０２１春闘は、６月３日にＪＲ九州サ

ービスサポート労組が妥結し、全加盟組合で夏季手当を除く賃金改善要求の協議が終結した。昨年

に続き、ＪＲ九州連合に加盟する全ての組合でベースアップが獲得できない事態となった。 

 一方、夏季手当については多くの加盟組合が現在も交渉を続けており、組合員の負託に応えるた

めに奮闘している。 

 

ＪＲ九州サービスサポート労組 
 ＪＲ九州サービスサポート労組は、２月２６日に賃金改善 7,700円（定期昇給及びベースアップ

込み）、賃金・諸制度改善 19項目の春闘要求を申し入れて以降、精力的に交渉を展開してきた。３

月２４日には労使対話行動を開催し、要求の趣旨を詳しく説明するとともに、厳しい経営状況と対

策を正しく把握しながら、労使の相互理解に努めてきた。 

また、５月 17日には夏季手当 2.5ヵ月分を要求し、組合員の負託に応えるべく交渉を強化した。 

 その結果、６月３日に回答を引き出し、同日妥結した。 

   

ＪＲ九州システムソリューションズ労組が夏季手当満額獲得  
 ＪＲ九州システムソリューションズ労組は、３月２９日の春闘妥結時に集約できなかった夏季手

当について、継続して交渉を重ねてきた。その結果、４月 28 日に満額回答を引き出し、同日妥結

した。 

   

夏季手当の交渉に全力で臨む 
 夏季手当交渉は、現在６組合（ＪＲ九州エンジニアリング労組、ＪＲ九州バス労組、ＪＲ九州住

宅労組、ＪＲ九州レンタカー＆パーキング労組、ＪＲ九州リテール労組、ＪＲ九州ハウステンボス

ホテル労組）で協議が継続している。各社の経営状況は様々ではあるものの、コロナ禍において組

合員が大きな不安を抱えている事は違いない。 

 ＪＲ九州連合は、各加盟組合の夏季手当交渉を強力に後押しし、早期決着に向けた支援を強化し

ていく。 

◯ ベースアップは実施しない 

◯ 定期昇給の実施 

◯ 夏季手当 

 社  員 1.9ヵ月分 

  契約社員 在職期間や職制等により 0.5～1.1ヵ月分又は 30,000円～60,000円 

◯ 一 時 金 夏季手当が支払われない契約社員及びパートタイムスタッフに 10,000円 

◯ 夏季手当 2.6ヵ月分 
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